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脳
卒
中
、事
故
に
よ
る
脳
外
傷
、脳
炎
等
に
よ
り
、記
憶
力
低

下
や
、集
中
力
が
続
か
な
い
等
の
症
状
が
残
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
ら
の
障
害
を「
高
次
脳
機
能
障
害
」と
い
い
ま
す
。身

体
の
麻
痺
や
言
語
障
害
等
と
異
な
り
、障
害
が
周
囲
の
人
に
わ

か
り
に
く
く
、本
人
も
周
囲
の
人
も
困
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。急
性
期
〜
亜
急
性
期
に
検
査
す
る
と
、多
く
の
人
が
注

意
障
害
を
有
し
て
い
ま
す
。徐
々
に
改
善
し
て
く
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、回
復
し
て
も
平
均
年
齢
に
比
較
し
て
低
下
し
て

い
る
方
も
い
ま
す
。

　

自
動
車
運
転
免
許
を
保
有
し
て
い
る
患
者
さ
ん
が
多
い
昨
今
、

平
成
二
十
六
年
六
月
の
道
路
交
通
法
の
改
正
に
伴
い
、運
転
に
支

障
の
あ
る
病
気
の
方
は
免
許
更
新
時
に
申
告
義
務
が
課
せ
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。脳
卒
中
や
脳
外
傷
な
ど
で
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
治
療
を
受
け
た
患
者
さ
ん
は
、自
動
車
運
転
再
開
に

際
し
て
、診
断
書
及
び
評
価
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

京
都
博
愛
会
病
院
で
は
、三
年
前
か
ら
隣
接
自
動
車
教
習
所

と
連
携
し
て
、医
学
的
評
価
と
実
車
運
転
評
価
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。高
次
脳
機
能
障
害
の
程
度
は
様
々
で
す
。評
価
の
結
果
、

運
転
能
力
の
あ
る
方
は
、社
会
復
帰
、仕
事
復
帰
に
役
立
て
て

頂
き
た
い
で
す
し
、自
動
車
運
転
で
新
た
な
脳
外
傷
を
生
ま
な

い
た
め
に
も
、評
価
の
結
果
、残
念
な
が
ら
、運
転
を
諦
め
て
い

た
だ
く
こ
と
も
や
む
を
え
ま
せ
ん
。自
動
車
運
転
再
開
で
お
悩

み
の
方
は
当
院
外
来
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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ョ
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月 火
PT・OT・ST ○

水 木 金 土

月 火 水 木 金
装具外来冨　田

土

冨  田  病  院
受付時間：午前 ８：３０－１１：３０　診療時間：午前 ９：００－１２：００   

京都博愛会病院
受付時間：午前 ８：３０－１１：３０　診療時間：午前 ９：００－１２：００   

※1…予約制（14：30～17：00） ※2…外来でのリハビリ訓練は午前のみ
※2

※3
※3…外来でのリハビリ訓練は午前のみ

リハビリ科診察 冨　田 冨　田
○ ○ ○○○ ○PT・OT・ST

○ ○ ○ ○ ○

※1

　平成２０年に２０床でスタートした回復期リハビリテーション
病棟は、平成２６年６月に３８床へ増床し、さらに、本年１０月から
50床に増床いたしました。
　回復期リハビリテーション病棟の特徴は、３６５日、午前・午後
にリハビリテーションを実施できることで、高いリハビリ効果が
得られる病棟であることです。
　リハビリテーションをうけられる患者さんの年代はさまざま
です。近年では、高齢者の増加に伴い、年齢相応に物忘れの
ある患者さん、認知症と診断を受けておられる患者さんもお
られます。京都博愛会病院では精神科を併設しており、認知
症からくる精神症状に対して必要に応じて精神科医師が関
わり、安定した精神状態でリハビリテーションを続けられるよう
に支援しています。
　当院のリハビリテーション病棟では、さまざまな状況、状態で
リハビリテーションが必要となった患者さんにより良い看護・介
護・環境を提供できるようにスタッフへの技術指導、勉強会を

行っております。また、訓練室だけでのリハビリテーションでは
なく、患者さんによっては病棟スタッフによる病棟訓練も実施
しています。
　医師・看護師・リハビリテーションスタッフ・相談員などさまざま
な職種が患者さん・家族に退院までしっかりと関わっていきま
す。「関わる」ことで信頼関係が構築され、リハビリテーションの
成果に繋がっています。
　これからの時代、在宅で生活できるス
キルが必要であり、回復期リハビリテー
ション病棟のリハビリ効果が今後の生活
に強く影響します。リハビリテーションの
大切さを患者さんに伝えながら、ニーズ
に合わせ、リハビリテーションを必要とす
る患者さんの支援を行っていきたいと
思っております。　　
　　B棟3階病棟　師長　花田知美

京都博愛会病院
回復期リハビリテーション病棟を増床しました！
京都博愛会病院
回復期リハビリテーション病棟を増床しました！トピックス
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〒603-8171　京都市北区小山上初音町48
電話:075-492-3482
※専用駐車場あり（4台）

◎診療科：内科・消化器科（肝臓専門医）

「
総
合
内
科
と
肝
臓
専
門
医
」

　

当
院
は
昭
和
14
年
に
祖
父
吉
喬
が
軍
医
退

役
後
開
業
し
、
こ
れ
を
継
い
だ
父
（
芳
彦
）
は

昭
和
57
年
に
他
界
、
当
初
私
は
第
一
日
赤
と

二
足
の
わ
ら
じ
を
は
き
、
平
成
15
年
開
業
に
専

念
し
ま
し
た
。
日
赤
時
代
は
永
く
消
化
器
・

肝
臓
専
門
医
の
診
療
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
。

開
業
後
折
に
触
れ
父
や
祖
父
の
お
か
げ
で
患
者

さ
ん
か
ら
信
頼
を
寄
せ
て
頂
い
て
い
る
と
わ
か

り
、
謙
虚
に
患
者
さ
ん
の
声
を
聞
け
と
父
や
祖

父
に
諭
さ
れ
る
思
い
で
す
。　

　

院
外
業
務
と
し
て
特
養
医
師
、
警
察
医
を

兼
任
し
て
い
ま
す
。
特
養
で
は
皮
膚
科
か
ら
耳

鼻
科
疾
患
ま
で
対
応
を
迫
ら
れ
、
最
も
勉
強
に

な
る
の
は
高
齢
者
の
疾
患
や
認
知
症
に
つ
い
て

で
す
。
例
え
ば
高
齢
者
の
発
熱
は
免
疫
力
・
膀

胱
機
能
低
下
、
嚥
下
障
害
に
基
づ
い
て
お
り
、

慢
性
、
再
発
性
で
忍
耐
を
要
し
ま
す
。
外
来
で

の
認
知
症
を
50
例
以
上
経
験
し
、
症
例
を
ま

と
め
て
京
都
医
学
会
雑
誌
に
発
表
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
を
利
用
し
家
族
を
励
ま
し
て
在
宅
療

養
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
警
察
医
で
は
死
因
診

断
に
超
音
波
検
査
や
C
T
を
用
い
て
い
ま
す
。

上
行
大
動
脈
の
急
性
大
動
脈
解
離
（
A
A
D
）

は
、
劇
的
な
経
過
を
た
ど
り
疾
患
の
破
壊
力
に

畏
怖
の
念
を
抱
か
さ
れ
ま
す
。　

　

年
間
約
1
0
0
例
の
死
体
検
案
中
15
例
前
後

が
解
離
に
よ
る
急
死
で
、
運
よ
く
救
命
さ
れ
る

の
は
10
%
以
下
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
冨
田
病

院
の
川
島
先
生
の
御
指
導
で
、
死
後
エ
コ
ー
で
診

断
し
た
A
A
D
の
論
文
は
超
音
波
医
学
に
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。
肝
臓
専
門
医
と
し
て
、
C
型
肝
炎

に
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
（
I
F
N
）
療
法
を
26

例
に
行
い
ウ
イ
ル
ス
陰
性
化
（
S
V
R
）
22
例
を

得
て
い
ま
す
。
2
0
1
4
年
か
ら
I
F
N
フ
リ
ー

の
治
療
が
始
ま
り
、
高
齢
者
や
線
維
化
進
展
例

で
も
ウ
イ
ル
ス
を
排
除
で
き
る
の
で
、
S
V
R
後

の
発
癌
が
増
え
る
と
さ
れ
、
肝
癌
の
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
が
今
ま
で
以
上
に
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

冨
田
病
院
の
長
所
は
ま
ず
何
よ
り
、近
い
こ
と
、

土
曜
日
も
外
来
が
あ
り
、
循
環
器
科
が
充
実
し

て
い
る
こ
と
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
お
返
事
も

実
に
丁
寧
に
し
て
い
た
だ
き
、
大
変
勉
強
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
医
院
と
し
て
、
総
合

診
療
と
専
門
性
を
両
立
さ
せ
る
事
を
理
想
に
掲

げ
て
い
き
ま
す
が
、
病
院
の
先
生
方
と
の
連
携
な

し
に
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

※日曜・祝日は休診

午前 9：00－12：00
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冨　田　病　院 TEL：075-491-3241 〒603-8132 京都市北区小山下内河原町56 http://www.kyoto-hakuaikai.or.jp/tomita/

京都博愛会病院 TEL：075-781-1131 〒603-8041 京都市北区上賀茂ケシ山1 http://www.kyoto-hakuaikai.or.jp/hakuai/

　社会福祉法人京都博愛会（京都博愛会病院・冨田病
院）では、マルチスライスＣＴ（16列・64列）およびＭＲＩ
（1.5テスラ）の地域内共同利用をさらに促進させるた
め、インターネットでの予約を受付しています。24時間
受付可能ですので、どうぞ気軽にご利用ください。
　なお、ご予約される際には、病院ホー
ムページから「CT・MRI検査インター
ネット予約」をクリックしてください。

マルチスライスCT
およびMRI検査「はくあい健康まつり」

●健康相談
●各種相談コーナー（心の悩み、介護相談、栄養相談など）
●健康講演会13：30～ 於 ： デイケア美登呂

模擬店、バザー、
青空市場、フリーマーケットなど

平成２7年
１1月１4日（土）
１１：３０～１５：００
京都博愛会病院内

開催のご案内
と　き

ところ

催　し

その他
CT・MRI検査
インターネット予約

クリック

お知らせお知らせ

「インターネット予約」のご案内
入場無料
雨天決行
※台風等により
　中止になる場合
　があります。

第16回

演題 ： 「ロコモティブシンドローム対策と転倒予防体操」
講師 ： リハビリテーション科 冨田素子 先生ほか
  　　  （京都博愛会病院 リハビリテーション科部長）


